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笑顔あふれる１年になりますように！笑顔あふれる１年になりますように！

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金等…4～5㌻

ふれあいサロンリーダー研修会…6㌻

新年のごあいさつ…2㌻

賛助会員会費・各種表彰…3㌻

お知らせ…9～10㌻

地域福祉活動報告…8㌻

私の町のふくし人　Vol.21…7㌻

寄附者一覧…11～12㌻



新

年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
方
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
本
会
の
諸
事
業
に
対
し
ま

し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
人

口
減
少
に
加
え
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増

加
し
、
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
か

か
る
課
題
が
数
多
く
顕
在
化
し
て
き
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
国
で
は
、
住

民
が
主
体
的
に
地
域
課
題
を
把
握
し
て
解

決
を
試
み
る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
よ
り
一
層
社
協
活
動
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
成
果

や
地
域
福
祉
課
題
を
整
理
し
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

す
る
た
め
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
の
５
か
年
計
画
で
あ
る
「
第
２
次
地
域

福
祉
活
動
計
画
」
を
策
定
し
、『
み
ん
な
で

つ
く
る
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
愛
の
ま
ち

た
か
は
し
』
の
実
現
に
向
け
、
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
災
害
対
応
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
、

本
市
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
西

日
本
豪
雨
災
害
の
際
に
初
め
て
立
ち
上
げ

た
「
高
梁
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」
の
運
営
で
の
反
省
を
生
か
し
、
本

市
の
状
況
に
あ
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
を
行

う
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
し
、

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
的
孤
立
や
貧
困
な
ど
を
背

景
と
す
る
複
雑
な
生
活
課
題
へ
の
支
援
体

制
を
強
化
す
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
新
た

に「
相
談
支
援
課
」を
創
設
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関
と
密
に

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
相
談
支
援
体
制
の

充
実
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
各
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
と
協
議
を
重
ね
、
創
意
工
夫
に
よ
る
地

域
の
実
状
に
あ
っ
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

誰
で
も
誰
か
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
暖
か
い
地
域
を
作
っ
て
い

く
た
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
地
域
福
祉

推
進
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
担
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
希
望
あ
ふ
れ

る
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
　
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
内
田 

親
秀
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会員区分 件数 金額（円）
普 通 会 員 6,529 6,794,000
法 人 会 員 297 957,000
ふるさと会員 97 330,000
特 別 会 員 8 40,000
合 計 6,931 8,121,000

令和元年度 賛助会員 協力の状況
（令和元年11月30日現在）

令和元年度　賛助会員会費について
市内外の方々へご協力をお願いしております、令和元年度の賛

助会員会費について、多くの皆さまからご理解ご協力を賜わり、
ありがとうございます。

この会費は「ふれあいサロン事業」や「敬老事業」などの地域
福祉活動を推進していく上で、欠かせない貴重な財源となってお
ります。

引き続き、賛助会員を募っておりますので、会員制度の趣旨を
ご理解いただき、ご協力をお願いいたします。

10月16日から12月15日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。（順不同、敬称略）

令和元年度 賛助会員会費にご協力いただいた法人・ふるさと会員

この度、思いがけず受賞の栄を賜り、誠にありがとうございました。
これもひとえに多くの会員の方々、地域の方々のご支援のおかげ

であると、深く感謝いたします。
高齢化と言われ数十年経ちますが、健康保持、生きがいづくり、

地域の助け合いが大切であることを身に染みて感じています。
これからも、市や市社会福祉協議会等が取り組む高齢者福祉施策

などに協力し、微力ながら地域社会に貢献してまいりたいと思って
います。

全国社会福祉大会において、共同募金運動に著しく貢献した奉仕
者に贈られる標記表彰を受賞されました。

田中さまは、平成12年に民生委員児童委員に就任されて以来、街
頭募金や共同募金の広報活動に積極的に取り組んでいただくととも
に、平成13年からは共同募金委員会の理事としてもご活躍いただい
たところですが、昨年8月25日にご逝去されました。生前のご活躍
に対し、心から感謝申し上げると共にご冥福をお祈り申し上げます。

この度、全国社会福祉協議会会長表彰という栄誉ある賞をいただ
き、ありがとうございました。

平成４年から今まで、たくさんの人に出会い、多くのことを教わり、
さまざまな経験をさせていただきました。

これまで、介護の現場で働くことができたのも、皆さまのおかげ
だと感謝しております。

これからも、福祉関係者のひとりとして、微力ながら支援を必要
とする方々の安心・安全な生活を支えていけたらと思います。

全国老人クラブ連合会会長表彰

中央共同募金会会長表彰

全国社会福祉協議会会長表彰

冨士田　肇さん
（元高梁市老人クラブ連合会副会長）

田中猪三郎さん
（高梁市共同募金委員会理事）

住吉悦子さん
（本市社協 介護保険課）

受

賞

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

◆法人会員
（高梁地区）……………………………
有限会社 神尾洋品店
株式会社 田中紙店
株式会社 樋口運輸 高梁営業所
合資会社 樋口商店
備北林産用品株式会社
有限会社 水野組

（成羽地区）……………………………
加藤電器店
白菊商事株式会社
住友電工焼結合金株式会社
渡辺歯科医院

（市外）…………………………………
三菱電機ビルテクノサービス株式会社

◆ふるさと会員
（高梁地区）……………………………
総社市　西　　賢
岡山市　平木　力
兵庫県　堀　　泉
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赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただきありがとうございました
赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただきありがとうございました

　本年度も、“赤い羽根共同募金”ならびに“歳末たすけあい募金”に皆さまの温かいお心をお寄せいただき
ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　今月号では、令和元年12月20日現在の途中経過をご報告させていただきます。なお、令和元年度の最
終実績については、次号でご報告させていただきます。

令和元年度　赤い羽根共同募金法人募金にご協力いただいた法人

戸 別 募 金
街 頭 募 金
法 人 募 金
学 校 募 金
職 域 募 金
イベント募金
個 人 募 金
その他の募金
合 　 計

2,903,100
80,714
523,200
9,690

598,845
157,634
7,401

147,764
4,428,348

募金区分 募金額（円）
赤い羽根共同募金

戸 別 募 金
個 人 募 金
その他の募金
合 　 計

1,628,530
9,819
71,829

1,710,178

募金区分 募金額（円）
歳末たすけあい募金

10月29日から12月20日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。（順不同、敬称略）

　高梁市社会福祉協議会では、共同募金の財源を幅広く有効に活用し、誰もが安心して暮らせる福祉の
まちづくりを推進するため、助成を希望する団体を募集します。

次の要件をすべて満たす団体
（1）高梁市内を活動範囲として福祉活動、ボランティア活動を行う団体
（2）原則1年以上の継続した活動が見込めること。
（3）団体の運営が市民を主体とした組織で、自主性および自立性を有すること。
（4）団体の規約、活動内容および会計に関する決定機関を有する団体で、事業計画が明示され、予算・
　   決算等の会計状況が明らかであること。

（5）法人格を有していないこと。
（６）政治または宗教、営利活動を目的としない団体

助成対象団体

　令和２年度において、地域性を活かした日常生活の支援、福祉学習、世代間交流、児童青少年・ボラン
ティア育成等の地域住民自らが取り組む事業で、介護保険制度の事業対象とならないもの。

助成対象活動

１団体あたり２０万円以内とする。

助 成 金 額

報酬、人件費、飲食費、備品、機材に関する費用等

助成金対象外経費

令和２年２月１日～令和２年３月３１日まで

申 請 期 間

※申請書は社協事務所へ備えていますが、市社協ホームページからもダウンロードできます。
　詳細については、下記まで気軽にお問い合わせください。　　　　　　　

相談支援課 22-7243☎
有 漢 支 所 57-3218☎
成 羽 支 所 42-2005☎

備 中 支 所 45-3131☎
川 上 支 所 48-9770☎

問い合わせ先

高梁市仏教会・托鉢で歳末たすけあい募金に協力12/6

一般募金助成事業の助成団体を募集します
令和2年度

　高梁市仏教会(会長 龍徳院西川髙史住職)から、毎年托鉢で歳末たすけあい募
金の協力をいただいています。今年も多くの僧侶の方々が市街地を巡り托鉢を
実施され、多くの浄財が寄せられました。
　この浄財は、高梁市共同募金委員会に寄贈され、在宅で介護が必要な方や難
病の方への慰問金贈呈など歳末たすけあい事業に活用されています。ご協力あ
りがとうございました。

（高梁地区）……………………………
有限会社 秋岡商店
イースタジオ
有限会社 イシイ
株式会社 エポック
SR Body
株式会社 大月本店
有限会社 川上商店
株式会社 吉備ケーブルテレビ
医療法人梁風会こころの医療たいようの丘ホスピタル
有限会社 小阪商店
ザグザグ落合店
島自動車有限会社
住まいるネット高梁落合橋店
有限会社 須山商店
株式会社 総合技術サービス
株式会社 タイガーマシン製作所
高梁運輸株式会社

株式会社 高梁マイカーセンター
滝口建設工業株式会社
トークロ
仲田医院
ナカヤマ建設株式会社
有限会社 成羽砂利
縄手商事株式会社
西森電気
日軽形材株式会社岡山工場
花のれん
備中開発株式会社
株式会社 備北オートセンター
株式会社 備北産業
平松電業株式会社
HAiR-MAKE ripple
ヘアメイクスタジオ YOU
堀金属表面処理工業株式会社岡山工場
有限会社 三宅工務店

モランボン
有限会社 森十自動車工作所
有限会社 森田商店
有限会社 ワタナベトーヨー住器

（有漢地区）……………………………
有限会社 島田建設
有限会社 千崎建設

（成羽地区）……………………………
成羽川生コン株式会社
渡辺歯科医院

（川上地区）……………………………
株式会社 池田本店
川上工業株式会社

（備中地区）……………………………
アグリテクノ矢崎株式会社備中工場
朝日堂

川上中学校生徒会の皆さん

12 月 16 日、川上中学校生徒会より、赤い
羽根共同募金が寄せられました。この募金は
生徒会の皆さんの呼びかけで、朝の読書をす
る時間を活用し、各クラスに募金箱を設置し
て集められたものです。ご協力ありがとうご
ざいました。
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　高梁市社会福祉協議会では、共同募金の財源を幅広く有効に活用し、誰もが安心して暮らせる福祉の
まちづくりを推進するため、助成を希望する団体を募集します。

次の要件をすべて満たす団体
（1）高梁市内を活動範囲として福祉活動、ボランティア活動を行う団体
（2）原則1年以上の継続した活動が見込めること。
（3）団体の運営が市民を主体とした組織で、自主性および自立性を有すること。
（4）団体の規約、活動内容および会計に関する決定機関を有する団体で、事業計画が明示され、予算・
　   決算等の会計状況が明らかであること。

（5）法人格を有していないこと。
（６）政治または宗教、営利活動を目的としない団体

助成対象団体

　令和２年度において、地域性を活かした日常生活の支援、福祉学習、世代間交流、児童青少年・ボラン
ティア育成等の地域住民自らが取り組む事業で、介護保険制度の事業対象とならないもの。

助成対象活動

１団体あたり２０万円以内とする。

助 成 金 額

報酬、人件費、飲食費、備品、機材に関する費用等

助成金対象外経費

令和２年２月１日～令和２年３月３１日まで

申 請 期 間

※申請書は社協事務所へ備えていますが、市社協ホームページからもダウンロードできます。
　詳細については、下記まで気軽にお問い合わせください。　　　　　　　

相談支援課 22-7243☎
有 漢 支 所 57-3218☎
成 羽 支 所 42-2005☎

備 中 支 所 45-3131☎
川 上 支 所 48-9770☎

問い合わせ先

高梁市仏教会・托鉢で歳末たすけあい募金に協力12/6

一般募金助成事業の助成団体を募集します
令和2年度

　高梁市仏教会(会長 龍徳院西川髙史住職)から、毎年托鉢で歳末たすけあい募
金の協力をいただいています。今年も多くの僧侶の方々が市街地を巡り托鉢を
実施され、多くの浄財が寄せられました。
　この浄財は、高梁市共同募金委員会に寄贈され、在宅で介護が必要な方や難
病の方への慰問金贈呈など歳末たすけあい事業に活用されています。ご協力あ
りがとうございました。
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１２月１３日、高梁総合文化会館レクチャールームにて、あそびの工房もくもく屋の田川
雅規氏（大阪府吹田市）を講師に迎え、ふれあいサロンリーダー研修会を開催しました。
研修会に先立ち、市内のふれあいサロン１３０団体と子育てサロン２団体に、サロンの状
況についてアンケート調査を実施しました。その結果、「同じ人しか参加できなくなってい
る（声かけしても出て来られない）」「後継者が育たない」という課題を多くの団体が抱えて
いることがわかりました。
それを踏まえ、『拝啓　担い手の皆さま　～代表者さんがホッとするための仕掛け～』

というタイトルで、田川氏から今後のサロン活動に役立つ話やレクリエーションの実践が
ありました。
この日は４６団体の代表者が参加し、講師の軽快な語りと参加者同士の交流で、笑いの
絶えない楽しく有意義な時間を過ごしました。

道具を使わず、すぐにでもサロンで使える、楽しい遊びを教えていただきました。

ふれあいサロンとは「自立支援を促す場」です。おもてなしをしすぎてい
ませんか？サロンを支える皆さんが頑張りすぎず、楽しむことが大切です。
その楽しそうな姿が、仲間を増やしたり、後継者につながるきっかけにもな
ります。
人と会うことがサロン活動です。サロンの会場に出て来られなくても、こ

ちらから会いに行き、声をかけることが見守り活動になります。また、サロン
だけでなく普段の生活でも、人と会い、声をかけ、おしゃべりすることは大切
なことです。

【講師】
あそびの工房もくもく屋

田川　雅規　氏

ふれあいサロンリーダー研修会

　た  がわ まさ のり

6広報ふれあい福祉　第89号



１２月１３日、高梁総合文化会館レクチャールームにて、あそびの工房もくもく屋の田川
雅規氏（大阪府吹田市）を講師に迎え、ふれあいサロンリーダー研修会を開催しました。
研修会に先立ち、市内のふれあいサロン１３０団体と子育てサロン２団体に、サロンの状
況についてアンケート調査を実施しました。その結果、「同じ人しか参加できなくなってい
る（声かけしても出て来られない）」「後継者が育たない」という課題を多くの団体が抱えて
いることがわかりました。
それを踏まえ、『拝啓　担い手の皆さま　～代表者さんがホッとするための仕掛け～』

というタイトルで、田川氏から今後のサロン活動に役立つ話やレクリエーションの実践が
ありました。
この日は４６団体の代表者が参加し、講師の軽快な語りと参加者同士の交流で、笑いの
絶えない楽しく有意義な時間を過ごしました。

道具を使わず、すぐにでもサロンで使える、楽しい遊びを教えていただきました。

ふれあいサロンとは「自立支援を促す場」です。おもてなしをしすぎてい
ませんか？サロンを支える皆さんが頑張りすぎず、楽しむことが大切です。
その楽しそうな姿が、仲間を増やしたり、後継者につながるきっかけにもな
ります。
人と会うことがサロン活動です。サロンの会場に出て来られなくても、こ

ちらから会いに行き、声をかけることが見守り活動になります。また、サロン
だけでなく普段の生活でも、人と会い、声をかけ、おしゃべりすることは大切
なことです。

【講師】
あそびの工房もくもく屋

田川　雅規　氏

ふれあいサロンリーダー研修会

　た  がわ まさ のり

私の町の
ふくし

ふつう（普段）の
暮らしが
幸せであること。
と言われています。

このコーナーでは、そんな福祉のまち
づくりのために地域で頑張っておられ
る方を紹介していきます。

ふくしとは、
ふ
く
し

VOL.

21

T
o
s
h

i
n

o
r
i 　

U
e
m

o
r
i

私
は
、
１
９
４
８
年
巨
瀬
町
に
生
ま
れ
育
っ

て
71
歳
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
16
年
間
余

り
、
巨
瀬
地
域
の
福
祉
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
巨
瀬
地
区
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
平
成
25
年
か
ら
７
年
間
、
毎
年
２
月
９

日
を
『
巨
瀬
地
区
防
災
の
日
』
と
し
て
、
町
民

全
員
参
加
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

訓
練
に
は
、
民
生
委
員
、
福
祉
委
員(

町
内
会

長)

を
は
じ
め
、
消
防
団
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
、
各
種
団
体
の
協
力
も
あ
り
、
本
年
も
２

月
９
日
に
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
巨
瀬
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
ス
ケ
ッ
ト
こ
せ
』
を
立
ち
上
げ
、
草
刈
り
、

庭
木
の
剪
定
、
お
墓
掃
除
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
利
用
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
「
き
れ
い
に

な
っ
た
」
「
あ
り
が
と
う
」
「
ま
た
お
願
い
し

ま
す
」
と
い
っ
た
言
葉
を
も
ら
い
ス
タ
ッ
フ
24

名
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
地
域
住
民
主
体
の
新
た
な
通
い
の
場

を
立
ち
上
げ
る
た
め
、
岡
山
県
が
行
っ
て
い
る

『
通
所
付
き
添
い
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』
を

17
名
が
受
講
し
、
昨
年
10
月
31
日
〜
11
月
28
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
計
５
日
間
）
に
試
験
的

に
実
施
し
ま
し
た
。

利
用
者
と
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
体
操
を

し
て
、
昼
食
を
食
べ
て
お
し
ゃ
べ
り
の
時
間
を

持
つ
こ
と
で
、
自
宅
へ
の
閉
じ
こ
も
り
を
防

ぎ
、
介
護
予
防
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で

上
森
俊
典
さ
ん

す
。
試
行
中
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
今

後
も
利
用
し
た
い
」
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
の

で
、
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
通
所
付
添
サ
ポ
ー

タ
ー
の
追
加
募
集
を
し
て
、
本
年
４
月
か
ら
開

設
す
べ
く
、
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
祖
母
、
父
、
私
と
３
世
代
に
わ
た
り

民
生
委
員
児
童
委
員
を
無
事
に
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
で
き
る
限
り
福
祉
活
動
に
参

加
・
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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地
元
の
方
５
人
で
活
動
さ

れ
て
い
る『
人
形
劇
マ
シ
ュ
マ

ロ
』の
皆
さ
ん
が
慰
問
に
来
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
今
年
は
、さ
さ
ゆ
り

苑
の
草
刈
り
作
業
な
ど
に
も

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る『
生

き
活
き
会
』の
皆
さ
ん
も
お
招

き
し
て
交
流
会
を
行
い
ま
し

た
。マ

シ
ュ
マ
ロ
の
皆
さ
ん
は
、

交
流
会
と
聞
き
、い
つ
も
よ
り

多
く
の
演
目
を
準
備
し
て
く

だ
さ
り
、人
形
劇
を
は
じ
め
、

手
遊
び
歌
や
紙
芝
居
、パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど
披
露
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

利
用
者
の
中
に
は
、紙
芝
居

の「
ま
ぶ
た
の
母
」を
見
て
感

動
し
涙
を
流
さ
れ
る
方
や
、

「
お
べ
ん
と
う
ば
こ
の
歌
」の

手
遊
び
を
覚
え
よ
う
と
、た
び

た
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
職
員
に

聞
い
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま

し
た
。

多
く
の
方
と
交
流
し
、楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

防
火・防
災
安
全
知
識
の
習

得
と
消
火
器
を
使
っ
た
消
火

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
の
高
梁
市
消
防
本
部

予
防
課
職
員
か
ら
は
、寒
い
季

節
の
お
風
呂
で
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ

ッ
ク
の
予
防
対
策
や
急
病
時

に
は
た
め
ら
わ
ず
119
番
を
す

る
こ
と
、ま
た
、住
宅
用
火
災

警
報
器
の
適
切
な
設
置
に
つ

い
て
や
、緊
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
の
重
要
性
な
ど
の
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
れ
か

ら
乾
燥
し
て
火
事
が
発
生
し

や
す
い
時
期
に
な
り
暖
房
器

具
を
使
う
機
会
が
増
え
る
の

で
、火
事
や
事
故
に
注
意
し
て

元
気
に
過
ご
し
た
い
」「
普
段

か
ら
周
囲
の
環
境
を
整
え
る

こ
と
で
身
を
守
れ
る
」と
の
声

も
あ
り
、防
火
や
防
災
の
認
識

を
深
め
ま
し
た
。

地域福祉活動報告

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

人
形
劇
マ
シ
ュ
マ
ロ
の
慰
問

11/28

12/9

川
上
い
き
い
き
交
流
館・川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

消
防
訓
練
を
実
施
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　地域福祉活動計画とは、地域住民や地域において福祉活動を
行う関係者、各種ボランティア・ NPO、さらには保健・医療・
福祉の専門機関等が相互に協力して策定する社会福祉協議会の
行動計画で、高梁市社会福祉協議会の地域福祉推進の基本とな
る計画です。
　11 月８日に社会福祉委員会を開催し、第２次地域福祉活動計
画の進捗状況や新年度に向けての事業の改正点等について協議
しました。なお、今年度中の計画の見直しはありません。

　平素よりシルバー人材センターをご利用いただき、誠にありがとうございます。
　令和２年４月１日から、シルバー人材センターの価格を改定させていただきます。　
また、併せて事務費を５％から１０％に変更させていただきます。
　皆さまのご理解をよろしくお願いいたします。

※令和２年４月１日から実施する作業に適用します。
※墓掃除については、１件あたり基本料金1,500円が別途必要

草刈り作業の様子

主な作業の１時間当たりの単価（事務費、材料費、機材代等を除く）

第２次地域福祉活動計画について

シルバー人材センターの価格改定について

作業内容 改正後 改正前
草刈り作業 １，１００円 １，０００円
草取り作業 ９００円 ８００円
屋内清掃作業 ９００円 ８００円
剪定作業 １，３００円 １，２００円
墓掃除 ９００円 　８００円

　詳細は、高梁市社会福
祉協議会地域福祉課また
は各支所へお問い合わせ
ください。また、高梁市
社 会 福 祉 協 議 会 の ホ ー
ム ペ ー ジ（http://www.
takahashi-shakyo.org/）
にも各作業の単価を掲載
していますので御覧くだ
さい。 

チエブクロー
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12
月
2
日
、
岡
山
県
立
高
梁
城
南
高
等
学
校
環
境

科
学
科
3
年
生
の
7
名
が
、
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
掲
示
板
や
自
動
ド
ア
に
季
節
感
た
っ
ぷ
り
の

飾
り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
3
年
生
の
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
の
一
つ

と
し
て
市
内
の
福
祉
関
係
施
設
等
を
対
象
に
実
施
し

た
も
の
で
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
も

の
を
考
え
て
作
業
を
進
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
季
節
の
彩
り
を

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
完
全
に
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ふ
れ
あ
い
相
談

あ
ら
ゆ
る
心
配
事
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

高梁市生活あんしんサポートセンター
　市社協では経済的問題、健康問題、家庭問題などさまざまな問
題を抱えている方々の相談に応じ、必要な支援などを行うための
相談支援窓口「高梁市生活あんしんサポートセンター」を開設して
おります。
相談日などは次のとおりです。
　場　　所：高梁総合福祉センター
　　　　　 ☎ 22 9111（直通）  FAX 22 0845
　相談日時：月曜日から金曜日　午前９時から午後５時まで
　休 業 日：土・日・祝日　年末年始

  　お知らせについての問い合わせ先　　　　　 地域福祉課・相談支援課　☎２２―７２４３
　　　　　　　有漢支所　☎５７―３２１８　　　　　　　　  成羽支所　☎４２―２００５
　　　　　　　川上支所　☎４８―９７７０　　　　　　　　  備中支所　☎４５―３１３１

☆福祉委員選出届の提出および福祉委員証の返却先
◆市社協地域福祉課および各支所　◆各地域市民センター

市社協では、住民の皆さんが安心して暮らせるよう、各町内
会で見守りや声かけ活動を行う福祉委員の選出をお願いしてい
ます。

令和２年度についても、各町内会より福祉委員を選出いただ
き、福祉委員選出届を提出していただきますようお願いします。

なお、福祉委員を交代される場合は、お渡ししている福祉委
員証をご返却いただきますようお願いします。

高梁市社会福祉協議会
　福祉委員連絡協議会

会長　丹
た ん じ

治　勇
いさむ
さん

福祉委員の選出について
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ありがとうございました。
社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ令和元年11月と12月にいただいたご寄附についてお知らせします。

心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄附者の意向によって掲載しています。（敬称略）

社会福祉協議会への 寄ご 附 令和元年
11月〜12月
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金
一
封	

岡
山
市	

新
山
稲
葉
美

	
	（

故
・
岩
原
富
美
子
様
）

金
一
封	

有　

漢	

平
松
と
よ
子

	
	

（
故
・
秀
夫
様
）

金
一
封	

有　

漢	

宮
本
　
桂
吾

	
	

（
故
・
幸
子
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

相　

坂	

小
林
　
育
治

	
	

（
故
・
輝
男
様
）

金
一
封	

佐
々
木	

中
川
　
陽
介

	
	

（
故
・
定
恵
様
）

金
一
封	

坂　

本	

入
江
　
嘉
雄

	
	

（
故
・
智
枝
様
）

金
一
封	

小　

泉	

川
上
　
康
晴

	
	

（
故
・
健
一
様
）

金
一
封	

　

	

匿
　
　
　
名

	
	

（
香
典
返
し
と
し
て
）

金
一
封	

成　

羽	

清
迫
　
裕
子

	
	

（
故
・
勇
男
様
）

金
一
封	

下　

原	

髙
森
　
博
行

	
	

（
故
・
笑
子
様
）

金
一
封	

下　

原	

吉
岡
　
稔
貢

	
	

（
故
・
敏
子
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

岡
本
　
悦
子	

	
	

（
故
・
弘
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

吉
藤
　
俊
介	

	
	

（
故
・
勉
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	

中
井
町	

井
上
　
正
義	

	
	

（
故
・
毅
様
）

金
一
封	

中
井
町	

吉
田
　
正
人	

	
	

（
故
・
𠮷
田
基
雄
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

奥
田
　
昭
子	

	
	

（
故
・
利
夫
様
）

金
一
封	

落
合
町	

森
下
　
哲
男	

	
	

（
故
・
ヨ
ネ
コ
様
）

金
一
封	

落
合
町	

美
籏
　
　
透	

	
	

（
故
・
玉
子
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

上
有
漢	

片
山
　
　
勉	

	
	

（
故
・
八
重
子 

様
）

《
高
梁
地
区
》

金
一
封	

奥
万
田
町	

柏
原
　
憲
司

	
	

（
故
・
淑
様
）

金
一
封	

上
谷
町	

小
見
山
悦
子

	
	

（
故
・
富
夫
様
）

金
一
封	

南　

町	

西
　
　
光
彦

	
	

（
故
・
信
一
郎
様
）

金
一
封	

鳥
取
県	

山
﨑
　
　
誠

	
	（

故
・
井
上
一
二
三
様
）

金
一
封	

鍛
冶
町	

東
田
三
重
子

	
	

（
故
・
忠
實
様
）

金
一
封	

落
合
町	

大
屋
　
隆
一

	
	

（
故
・
壽
夫
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

平
松
　
美
江

	
	

（
故
・
壽
郎
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	

小
野
　
和
美

	
	

（
故
・
勲
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	

川
面
町	

立
野
　
順
史

	
	

（
故
・
艶
子
様
）

金
一
封	

川
面
町	

野
口
　
　
修

	
	

（
故
・
芳
子
様
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封	

落
合
町	

奥
田
　
昭
子

	
	

（
故
・
利
夫
様
）

金
一
封	

津
川
町	

小
野
　
和
美

	
	

（
故
・
勲
様
）

金
一
封	

総
社
市	

岡
　
忠
義

	
	

（
故
・
武
夫
様
）

金
一
封	

川
面
町	

立
野
　
順
史	

	
	

（
故
・
艶
子
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

岡
本
　
悦
子	

	
	

（
故
・
弘
様
）

金
一
封	
中
井
町	

井
上
　
正
義	

	
	

（
故
・
毅
様
）

金
一
封	

川
面
町	
野
口
　
　
修	

	
	

（
故
・
芳
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	

森
下
　
哲
男	

	
	

（
故
・
ヨ
ネ
コ
様
）

金
一
封	

落
合
町	

美
籏
　
　
透	

	
	

（
故
・
玉
子
様
）

金
一
封	

中
井
町	

吉
田
　
正
人	

	
	

（
故
・
𠮷
田
基
雄
様
）

金
一
封	

奥
万
田
町	

三
村
　
海
土	

	
	

（
故
・
卓
巳
様
）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
も
半
月

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
冬
本
番
の
寒
さ
と
年
末
年
始
の
お

疲
れ
で
、
風
邪
な
ど
召
さ
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
号
で
は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』

は
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
場

の
一
つ
と
し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
推
進
し
て
お
り
、
現

在
132
団
体
（
内
子
育
て
サ
ロ
ン
２
団
体
）
が
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
研
修
会
は
、
各
サ
ロ
ン
を
中
心
的
に
運
営
さ
れ
て

い
る
代
表
者
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
活

動
の
マ
ン
ネ
リ
化
や
参
加
人
数
の
減
少
、
後
継
者
不
足
と

い
っ
た
悩
み
を
抱
え
て
い
る
サ
ロ
ン
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
講
師
の
田
川
氏
に
よ
る
と
、「
サ
ロ
ン
を
支

え
る
皆
さ
ん
が
頑
張
り
す
ぎ
ず
楽
し
む
こ
と
が
大
切
」
と

の
話
も
あ
り
、
少
し
で
も
肩
の
力
が
抜
け
て
、
こ
れ
か
ら

も
楽
し
ん
で
サ
ロ
ン
を
続
け
て
い
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
限
ら
ず
、
地
域
福
祉
活
動
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
全
て
の
方
へ
感
謝

の
気
持
ち
を
も
ち
な
が
ら
、
こ
の

広
報
誌
で
も
、
地
域
で
頑
張
る
姿

や
最
新
の
福
祉
情
報
を
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｓ
）

【
一
般
寄
附
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封	

中
井
町	

岩
本
　
公
男

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
高
梁
地
区
》

金
一
封	

	

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

�

第
426
回
、
第
427
回
目
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	

中
井
町	
岩
本
　
公
男

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有　

漢	

冨
士
田
　
肇

（
一
般
寄
附
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

成　

羽	

平
松
　
綾
子

（
100
才
の
お
祝
い
返
し
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

三　

沢	

深
田
　
啓
治

	
	

（
故
・
千
代
子
様
）

金
一
封	
仁　

賀	

三
宅
　
格
己

	
	

（
故
・
金
子
米
子
様
）

金
一
封	

地　

頭	
川
上
　
泰
弘

	
	

（
故
・
章
様
）

金
一
封	

仁　

賀	

三
宅
　
　
諭

	
	

（
故
・
誠
子
様
）

金
一
封	

仁　

賀	

山
室
　
尊
則

	
	

（
故
・
昭
江
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

成
羽
町	

匿
　
　
　
名

	
	

（
香
典
返
し
と
し
て
）

金
一
封	

西　

山	

杉
　
　
　
明

	
	

（
故
・
里
枝
様
）

金
一
封	

西
油
野	

村
上
　
英
己

	
	

（
故
・
マ
サ
子
様
）

金
一
封	

西
油
野	

小
林
　
秋
子

	
	

（
故
・
米
夫
様
）

金
一
封	

布　

瀬	

古
米
　
一
人

	
	

（
故
・
ヒ
デ
子
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

下
大
竹	

吉
田
　
裕
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

下
大
竹	

三
宅
　
美
雄

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

西
油
野	

細
川
　
　
保

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）


